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Ⅰ ま え が き

水稲は大部分の水間では年一一回作付けられ,一部の地方 (主に ProvinceWellesley州)で

二期作が行なわれている｡ 前者 (mainseasoncropping)の播種は 7月を中心に して 行なわ

れ,約 1-1.5か月後に本 冊に移植, 1月か ら3月にかけて収穫 され る｡ 栄養生長期関は雨の

多い季節に経過 し,摘花 ･登熟期は乾燥期にあたるように作付けされる｡

二期作は漕潜施設のある P.Wellesley州に主に行なわれてお り,二期作の第一期作 (main

seasoncropping)は 9月播種,10月移植,2月ごろ収穫 され,第二期作 (offseasoncropping)

は 3-4月播種, 4-5月移植, 8月ごろ収穫 され る｡

第二期作の水稲は最初 1936-1937年に Perak州で栽培が試み られたがメイ虫の 被害 と感

光性品種を使 ったために失敗 し,その後第二次大戦中日本軍が占領す るに及び,日本人によっ

て第二期作栽培の端緒が作 られた｡すなわち,日本軍は食糧不足を解決するため,1943年の 3

月か ら7月にかけて台湾品種を用い第二期作水稲の栽培を Perak 州の SungeiManik地方で

約400エーカーの水闇で行ない相当の収穫(300-400ガ ンタン/ェ-カー)をあげ,台湾品種によ

る第二期作は成功す るかにみえた｡ そこで, 1944年の 2月～8月の作李には同州の Krian地

区に拡大 し,約20,000ェ-カ-が作付けされたが,排水の困難な深田であるという条件のもと

では,短い台湾稲の宙は生育をほとんどまっとうすることができずに,大部分の水田の収穫は

皆無に近 く,第二期作水稲栽培は再び失敗 したと記録 されている｡ しか し,口本の技術者によ

--66--

J T 7
｢1 T Tー



-,て 導 入され 十 rtJ T ill~と ㍑ J高 上 甘 い汗'7:ト~-トHL､て 三言 LiTITLr) 一告 ,E暮ilっ､こ∴土 -;~一､′Z巨 こ ノ ー′ 一一pJゝ rl

IJTLJI,没o)i附締 )進んだ P.We11esleナナ冊,if申心 :'Iして拡 左し今日.'=伎′んでい :1': そU)情 .r=導 入さ

れた台湾 晶柿が最近 までU)第 ~_制 作 /J(稲のj:酔 }Ui:してお :), 当時有 望視さ,iljた晶仲悠台浩 在

来種で Ryushu.PeBiFun,Gosisai写であ :),1司改良 晶 析で は嘉 両 2号,台 車65号,同176号

'､γであ った ニU)申 PeBiFun は第 1LI/W'拓 丁一種 と して最 も広 く哉情 され 今日に伎/L/でいた

が,Malinja そU)他の折晶種の出現によって急激 に減 少す るであろう

このようr_, /Jr(稲U)作 李は二軒類で, こ,J)]L抽紺 ｣-潮 の違い:ま異な った/ヒ態的特性jこもった晶

種が要求 され.またその他の/に臣.て条件 /I:_:.r射'.]条件 日然 条件Jつ帖 走も適応品種の特性 に＼'-'iJ'ijミ

密技 に関係;二弓〕つてい ると 考え られろ_マ ラヤU)水稲晶種U)特件,JI1-地域 の折 々な条件 と･J)lt畑吏

において 加 斤す ろことは甚だ興味深 い ことであろが,そ､ノ)ような研究 はあま り行な十)れノていな

いJ)で∴ 卜でに若 1L-のことが 六について調杏された ILJレ)およこ､:筆者が調吾 した 車J恒Jこもと.'ニ ーJ

て,マ ラヤU)水稲晶種の概要,Jと輿望す るL

なお,筆者が現地で行な った試験 ･調査 の硯要.'i ｢佐賀大学農学東灘｣, 10号.1960に登 城

してあ り,また水稲の晶析 .栽J̀,､rT-U)ご く棋要 に〝,いてくま ｢農業技術｣.15(6),1960にも報 告が

あ る ｡ 必要があれば参照 されたい

lt 水稲品種の主要な特性

かつて,農家の 水Lijか ら千数百余 の晶種が収 黒さ;iL 現在 も',Jくレ刃 吊桐 i保存 さ れノて い る

浴 , 輿 '(.同種 の もJ)を盤理 して も 800不和ま下 らない とい:再 1.る｡ しか し, それぞれU)-(=抽TlIt))特

性 はほ とん ど調査 ･整理 されノてお らず,従 って詳細;lil:)1-車5ことはで きないご用 来 し引 軒 先 に ま つ

と こ ,71 が 二',YJ い

1. 生育期閥cjj長短

晶不和ま/E:.TzJ'期間の長短 によって,叛0)ように区別 されノろ

Ll. Long term 晶挿 (/日 用 l冊悠ぼ 8か /LD

b. Long一medium terlll品種 (同ほぼ 7か月)

C, Medium term 晶律 (同ほぼ 6か 月)

d. Shorトmedium term 晶種 (同ほぼ 5か JD

e. Shol'tterln 晶仲 (同は .rご4か rD

f. Veryshortterlll晶種 (hl14か 日工),下J

Perak 州 し/) Krian ｣虹万の 深 吊には Long term 古吊Er'Iが 粍17rT･されノ. 二期 作地帯 (主に P.

Wellesley 州),+i-砕 く地域には 日 二 Long-medium ない L Medium term の もU)が 粍情品種

U)巨柚キな してい ろ P.Wellesley 州 レr) 二期1'恒 也帯 で は, 第 ---I)Ijj作 には Medium な い し

Short-medium term u)/J楢 h_が作付けされ. 第 :_期作に は Short ない L Very short term

-- 卜,7--



/ij'iAl表 緯度と生 育 日数の関 係 (Jagoe,1952)

挿 軌 よ り 出 穂 ま で 臼 数
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の品種が栽培 され る｡ この Veryshortterm に属す る品種のほとんど全部は第二次大草卦和 二

導入 された台湾在来種である｡

2. 感光性,基本栄養生長性

品種の注 目すべき特性 として 感光性をあげることができる｡ 第 1表は栽培地の緯度の 相違

(主 に日長時間の差異) による品種の出穂 口数の変化を示 したものであるが, Siam 29のよ

うにきわめて敏感な品種 (photosensitive)もあれば,Reyong20のごと くはなはだ鈍感な品

種 (non-photosensitive)もある｡ 感光性品種 (例えば Siam 29) は口長時間12時間12分30秒

か ら12時間10分42秒のFf凱こ幼穂が形成 され,12時間30分以上の 日長は出穂を抑制す るという｡

感光性品種は日長の比較的に短い 7, 8月～ 1,2月にかけての栽培 (mainseasoncropping)

に適 し, 非感光性品種で/生育期 間の短いrl,7]種は栽培季節 による出穂まで fj数の変化が ないか

ら , 日長が比較的に長い栽培時期の第二期作 (offseasoncropping)の品種 と して 栽培され

る｡ ここで栽培されている台湾在来種は非感光性品種 と して取扱われ, 日本稲及び台湾改良品

種は感光性品種に入 る｡

次に,マ ラヤ水稲品種の感光性程度及び基本栄養性程度を知 るために,種 々な生育期間の品

種20数品種を供試 し,短 ｢二t区 (8時間 ｢1良), 高温短 FIl区及び 自然 区をもうけ試験を行なった｡

結果は第 2表 に示す とお りである｡ 日本の 自然環境のもとでは供試 した Veryshortterm の

品種を除いて出穂 しなか ったので,TE確 には断 じがたいが,秋期の低温のため出穂不能になっ

た時期における幼穂の 発育の状態を考慮 に入れて供試品種の感光性程度を推定す ると, Very

shortterm の品種の感光性程度には大きいものと, 小 さいものがあり,大 きい品種のそれは,

ト1本品種の中で感光性の大きい九州の稲に類似 している｡ 次に,それ らよりも生育期問の長い

Short,Medium,Longterm の,耶 酎ま Veryshortterm の品種よ りもさらに 感光性程度が大
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第 2表 感光性及び基本栄養生長性程度 (L960)

品
番

M

撃 品 種 名 浩習 慧
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2 Ryushu

3 PeBiFun
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5 AchehPuteh

6 AnaklkanGresing

7 Chubai18

8 Kontor

9 Siam 29

10 MayangEbos

12 Arong
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14 SeriRaja

15 MayangSaBati1
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VS 62 Ⅲ 67

S 66 1Ⅰ上 71
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㊥
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◎
◎
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104 V

IOO Ⅳ 1962の成
績

注 1. VS:veryshortterm, S:shortterm, SM :shortmedium term,

M :medium term, LM :longmedium term, L:longterm

2 . 基本栄養生長性程度,感光性程度の階級分類は和田氏によった｡
3. 自然区の出穂まで日数の欄の括弧内の数字は幼穂の長さを示す｡

4. 感光性程度の欄の△,○,◎ は推定感光性程度で△<○<◎ であろ｡

き く, 概 してその中 で も牡日脚用の長い品種 (例えば Long term)はそれよ りも 短 い 晶 種

(例えば Medium term)よ りも感光性程度が大きい傾向が うかがわれるLJ

基本栄養頁三島性程度は牲fHlJ]T了胸)長短 とは闇係がな く,!t:_f用]間 の短 い品種増の中にもや や

大 きいもの小 さいものがあり,またそのことは/i-.日期間oj長い品種群において も同様である｡

張本栄養/J_:.長性程度の品種間の変異 については日本の品種と大差は認められない｡ しか し,日

本品種をマラヤで栽培す ると,短｢1と高温条件のために,播種か ら出穂 までの口数が著 しく短

くな り (45R～60日 これに対 し Very-shortterm 清和は約85日),従 って栄養牡長期間がは

なはだ しく短縮 され,梓長,穂長 ともにきわめて貧弱 とな り,また穂数 も少な く,遅れ穂が叢

/日J,実用的な収穫はig樟J-:できない,これに対 し,台湾改良,,Hn種は口木 君一種のような/障 子量oつ
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極端な減少はみられないが, その生育はかなり貧弱で ｢1本,朋 重 と マラヤUIVery-shortterm

局種 との中間的!生育屋を示 したO

これらのことから,マラヤ品種の感光性程度は日本t耶重よりも大きいnrjr.種が多いが (一部の

晶種では同程度),一方基本栄養隼良性程度は日本品種 と大差ない,)にもかかわ らず, マラヤ

T';]r.杵は現地においては栄養生長期問の極端な短縮 も起 らず,大きい!圭.ffI量を示すのは,マラヤ

品種の感温性が日本品種に比べて小さいのではないかと考えられ,これが一部の原園をな して

いるとも考えられるが,一方マラヤ品種の幼穂形成のための限界 日長が12時間をやや上廻 ると

ころにあり,口木品種のそれは14時間程度のところにあることも大きく原因 していると推察さ

れ る｡ すなわち,マラヤのrl長は日本の品種に対 しては相当の短日条件となり, 年殖生長が大

きく促進されたものと考えられる0

3. 栽培時期による社台相の変化

栽培地の緯度が異なると,品種のもつ感光性程度との閑適において,皿穂まで目数が変化す

ることを述べた｡ このことは,一つの栽培地においても栽培時期がちがえば.nrjr.種のもつ塗態

的特性に応 じて,二生育相の推移が異なることが推定される｡

第 3表は陸羽132号 (日本品種),嘉南2号 (台湾改良種),PeBiFun(Veryshortterm),

RadinKling(Shortterm),Siam 29(Medium term),MayangSaBatil(Longterm) ち

供試 し,第 1回の栽培開始 (播種)を10月10日,その後約 1か月半ない し2か月間隔に 4回栽

培を行なったときの,それぞれの品種の生育相の変化を示 したものである｡全部の栽培時期に

ついては成熟期まで拙察されていないので,不十分であるが,およその傾向はうかがえると思

われる｡

第 1回の栽培で牲育期間は日本品種,台湾品種,Veryshortterm の PeBiFun,Shortterm

の RadinKling,Medium term の Siam 29,Longterm の Mayang Sa Batilの順 に良 く

なっている｡ 栽培時期をお くらせた場合, 前の 4品種は生育期問にほとんど変化がないが,

Medium term の Siam 29は良 くなり, Longterm の MayangSa Batil はさらに長 くな

ることが推察 されるOこれを生育柏よりみると,播種か ら最高分けつ期までのH数,幼穂形成

期か ら出穂期までの目数 (22-23日), 出穂期から成熟期までの日数 (約30日)には大きな変

化はな く,従 って珪育期間の長短には最高分けつ期か ら出穂期までの日数の変化,特に最高分

けつ期から幼穂形成期までの口数の変化およびその両者の関係時期が大きく関与 している (節

1図)0

目につ くことは,日本品種においては幼穂形成期が最高分けつ湖の著 しく前にきており,育

湾品種も若干類似の傾向を示 している. この両生百村の逆転は収量に大きく影響を及ぼ してい

るものと考えられるOこれに反 し,Medium term の Siam29および Longterm の Mayang

SaBatilは最高分けつ期から幼穂形成期までの期間が非常に長い ｡ このことは品種育成の場

- 7O -
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両で し,また歳出J)_出易か らもLL三日検討す- き榔 題と考え られ る .

ひるがえ って , 品種の/i:_T/l'期間の長壇 と収量 との聞流を現地L/つ過去レ)結 果か らみると,珪石

期間がある程度以上長 くな って も収 量はそれ にともな って増 加していない すなれ ナ) Long

ない し Long-medium L))晶種必ず しも 高い収量/二.あげていない それ.にもかかわ J,ず こしJ)

ような生育期問の長 い 品種が栽培 され るujは,(1)早ばつ,洪水等によって苗 代期間が延長 されノ

ろことによろ描U)悪化初 日二.(2)深 川には大苗を必要 とす るが,かか る情をfiて るには在日に期冊

ノ二一長 くす る必要がある, (3)本 fTl/梓fTj日日の気衷その他災宮U_〕補償 , (4)一般 に畑育脚 iTrju)艮い

吊 種が土壌 の強還元状態 に対す る適応力が大 きい と考え られ る (第 2図,水稲根 による根圏 暇

素消門の品種 によろ差.･JLL1-,J_.I-示 したもuJであるが, これ か ら,LL-_f澗汗間U)長い品種は根圏恨累 U)

第 3 表 栽培時期の移動による生育の変化

日 放

播種期番号

1.描:10.10
移 :10.29

2.揺:ll.25
移 :12.9

3.播 : 1.15
移 :1.27

i4.柿 :3.19
移 :4.6

名

1.陸羽132号

4.嘉南 2号

5.PeBiFun

6.PadinKling

7.Siam 29

8.MayangSaBatil

1.陸羽132号

4.嘉南2号

5.PeBiFun

6.RadinKling

7.Siam 29

8.MayangSaBatil

1.陸羽132号

4.嘉南 2号

5.PeBiFun

6.RadinKling
7.Siam 29
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4.嘉南 2号
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2aC 7510 /〝 510
日

備考 ● :播種期, △ :移植期
▲ :最高分けつ期,×:幼穂形成期
○:出穂期, [コ:成熟期

第 1図 品種による生育相の変化

酸

素
消費
程

度

Short DTd/'u竃 Lo琴

備考 1点 1品種を示す｡

第2図 根による酸素消費

消粍が少 く,従 って還元状態に対する適応性が大きいと考えられる)等諸種の不良条件に対す

る適応性が大きいことが原因 しているように推察される｡ 換言すれば,生育期問の著 しく長い

品種が栽培される主な理由は潅排水等の土地の基盤整備が不十分なことに原因 しているように

思われるので,今後栽培の基礎条件が整えられれば,生育期間が過度に長い品種は栽培経済上

不適当であると思われる｡このような品種は栄養体の過剰生育と玄米生産との閑適において,

体内栄養状態のバ ランスを保つことを困難にしていると考えられ,玄米収量の増大に対する寄

与がはなはだ小さいと思われるので,今後の品種 としては 4-5か月 (120-150日)程度の生

育期問をもつものが望ま しいと思われる｡ すなわち, 稲生育の経済からは 120日程度の生育期

問をもつものが望ま しいと考えられるが,生育期問の長い品種は前記のように不良条件に対 し

安全性 も認められるので過渡的にはやや生育期間の長い 150日くらいまでの生育期問を もった

品種も育成の目標として考えるべきであろう｡

4. 耐 病 性

病割 こはゴマ葉枯病,イモチ病,条菓枯病,黒腫病, 紋枯病, 稲麹病等が報告 されている

が,とくに著 しい害はないとされている｡ しか し,ゴマ葉枯病は苗代に多 くみられるし,また

イモチ病は畑苗代とか, 窒素過剰の水稲に時に発生 しているので, 栽培の集約度が増すに従

い,施肥量が増加 して くれば,かな りの病害の発生をみるものと思われる｡イモチ柄に対する

品種の耐病性については,免疫性のものか ら感受性の高 い ものまで種 々な階級のものがあるこ

とが 報告されノている (第4表)O 牲理的病 告 として PenyakitMerahが 江 目されているが,
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弟 4 衣 イモチ痛 耐 病性(山検定)U)Lrli憧聞差異 (Johnston,1958)

耐病性程度 Immune 畑 esistant suSsl禁ttilbyl｡ S usceptible･susYee諾ibl｡ 計

品 種 数 6 18 3 7 9 43

これは下 葉が黄赤～暗赤色 に変色し,葉の枯死,強制登熟等の 障 害をおこ し,収 量;jL-根 卜させ

ら,,相当に広い地域 にみ られ,排 水a)悪い深 田,温田,有機物の過剰な水Lil,草粘土壌/′引 二')'t

/Llす るO かか る水 田では往 々に して 硫 化水素を 多 く発圧し, また 黒変 した 根がみ られ る,

PeynyakitMerah には品種間に明 らかな択抗性の差がみ られ, マラヤCJ)関係当局で行な って

いるマ ラヤ｡[,]]柿間の交配組 合せCj)JFlには本絹の耐病件付与をね らっているもU)がかな ～目上受け

られノた ｡

5. 倒 伏 性

この国において水稲の生産性 を高めるには,まず第一 に品種の改良が先行 されねばな らない

であろう｡)その場 合,最 も重要 な改良点 U)一つ は他の東南 アジア諸国 の水稲品種の場合 と同 じ

ように,ここで も強梓性,耐肥性を与え ることが緊急なことである:

マ ラヤ晶種の草型は穂重型であって, PeBiFun 〔Dように草丈 1.3m そこそこの品種 もある

が,広 く哉培 され る Medium ない し Longterm の品種 は 1.5-1.6m か ら 2m に近い晶柿

が多い｡このよ うに,高群であることは梓 の組織 の もろさと組 み合わさって,倒伏 にきわめて

弱いことを結果 してい ると軍われノるr,マ ラヤ側の育種家はこU)ノた汁二着 目して,IndicaxJaPo-

nicac/)交配組合せ以外 に, 強梓粧,Ji-短稗 な品 種に求 めようと してお り, 当時 きわめて短稗 な

マ ラヤTlTl]]種は肥料, ことに室素質肥料C/)増 抱に対す る増収性 にとぼ しく,窒素施用最はエー

カ ー Ir'!り20-40ポ ン ド (反 当600-1200匁) が標準 とされノてお り, これを越す と倒伏 し減収U)

原因とな る:

6. 玄米の性状および形態

1細 lrlでねぼ らない米 (non-sticky)が好 まれ,,Siam 29は良質米uj代表 とされてい る｡ 第∴

期 作に最 も広 く栽培 されていた PeBiFun は多収で あるが,晶質が劣 り,短粒, stickyであ

ることが最大の欠点 とされ,値 も安い.-

粗の脱粒性はきわめて容易であるこ こJ:)ことは, 現 行のような刈株を結束運搬す ることな

く,そU)場で打 ちつけ脱穀す る収穫)カムの もとでは都合L/)良 い 条件であるが,裾 岸が固定 され.

る脱穀機 (足踏 とか 自動脱穀機)を用い るとす ると刈株 の結束運搬 中 の脱粒損失が大 き く,使

用が体闇三とな る｡従 って,能率 0)高い脱穀機を使 うとすれば脱粧 性;JL-少 しく邪 のJjJLll!TH二向け ろ

必 要/Jミあ′:,
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第 5表 玄 米 千 粒 重

玄米千粒重くg)[13 14 15 16 17 18 19 20 2i 22 23 24 25

品 種 数 1 1 2 7 8 3

備考 1. *:農林 1号, **:農林18号｡

2. マラヤ品種の玄米千粒重の平均は 17.8g.

籾型は長さと幅によって次のように分類され る

(括弧内は該当品種の例)｡ この分類規準はマラ

ヤの水稲育種担当官 (T.K.Van) によって示さ

れたものであるが,short型のものが含まれてい

な い ｡

a･Long:9.0/2.5-2.9mm(Siam29,AnakNaga)

b.Long-medium:8.4/2.6-2.9mm(RadinKling,

Chubai)

C.Medium:7.9/2.6-2.9mm (Radin Siam 34,

Reyong6)

d.Broadmedium:7.6-7.9/3.0-3.2mm (May-

angSaBatil,Subanglntan117)

マラヤ品種の玄米千粒重は 軽 く, 口本の 農林

1号のような小粒の 品種よりも軽い 品種が 多い

(第 5表)｡また,玄米の長さ,幅および長さ/幅の

変異はかな り大きく,調査品種の範囲内では長さ

1* 2
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玄 米 幅 (花m )

備考 1. ｡1:農林 1号
018:農林18号

2.1点 1品種を示す｡

第 3図 玄米の大きさ,形状

5･47-7･57mm,幅 2･05-2･71mm,長さ/幅 2.02-3.33であった (第 3図)｡

一般の品質鑑定にとりあげられている事項は,砕米,腹白,心白の程度,赤米とか異品種殊

に異型玄米の混入の程度等であって特に目新 しいものはない｡

7. 種 子 の 休 眠

マラヤ水稲種子は多 くの品種がかなりの休眠期問をもっており,成熟後90%以上の発芽率を

示すまでに 5-6週間か ら,長いものでは11週間を経過す ることを必要 とする品種 もある (第

6表)｡ しか し,この休眠種子は籾殻を除いて玄米に して発芽させ ると, 例外な く短期間で発

芽する (第 7表)｡

このような,種子の休眠期問が適当にあることは穂発芽による玄米品質の低下防止に役立つ

が,水間の利用が進み,同一品種を連続 して栽培するようになれば,休眠期問の短い品種が望

ましいことになるであろうニ
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弟 6表 種籾o)休眠の程度 (Dore,1955)

品 種 裳 産 地 収穫期:

Acheh
Puteh

収穫後の週数 (発芽率)

1 2 3 4 5 6 7 8 9

South
(Malacca)28/211･530馳 580･5･93 93 97 98･5r98･5

Radin
china4 〝

Mayang
Ebos80

′/

Siam 29 〝

Seraup 〝

Nachinll North -cent-

raユ(Krian)

PeBiFun 〝

闘明
)
●.I.r′t...一

台
日

壁
31-

2

日担

E:10日
Hり

16/2 1 9･5i21･5こ72 81 84 89･5≧88･5 ･ 94193･5欄

28/3･41.548:57.5･79 85 .:88 98 87.597.5:98.5.

第 7 表 種 子 の 休 眠 期 閑

50%発芽するまでの目数
種子の状態

1

籾 1

玄 米 19

102030405070100130
tti111lE一一斗

21213ユ9

19

LO9∩コ452008922211

Ⅲ結語

マラヤ水稲品種の若t二U
_
)特性について述べ

た

Oこれノ
らuJ晶種のもつ特
性は現在U
_
)⇒′招ミ条件,

!上物的条件
,
栽培条件等には一応の適応的な合理件は認められるが,
さらに生産牲匂F'り上させ

ようとした場合の多収性
,
良質
,
安全性という点よりみれば
,
直ちに品種の能力の限界の

鞘

に

突き当るように思われる0品
種の改良はまさに緊急事であろうr
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